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１ やまなし保育者等育成指標モデル及び管理職指標モデルに基づく研修 

 

山梨県教育委員会では、幼稚園・保育所・認定こども園（以下、「園・所」という。）の教諭・保育士・

保育教諭（以下、「保育者」という。）等が自身のキャリアステージにおいて必要となる資質能力を把握

し、その向上の目安として活用するとともに、園・所が研修の目的や目標を明確にし、研修の計画や立

案に向けて活用するために「保育者育成指標モデル」（P13 参照）を作成しました。 

また同様に、幼児・保育者・地域から信頼され、所属職員から信頼される管理職として求められる資

質能力を明確にするために「管理職指標モデル」（P14 参照）を作成しました。 

やまなし幼児教育センターでは、これらの指標モデルに基づいた研修体系（下図）の中で、各種研修

会を企画・運営しています。 

社会の変化や時代のニーズに応えて園・所の教育・保育力や組織力の向上を図るためには、職務やキ

ャリアに応じた資質能力の向上が不可欠です。学び続ける保育者として主体的、協働的に各種研修会に

参加しましょう。 
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２ 研修受講上のお願いと注意 

（１）参加申し込みについて 

  ① 幼稚園・保育所等新規採用教員研修会 

  ・４月当初に配布する研修一覧表（P6）を参考に参加する研修を決定し、実施要項に記載された URL

または二次元コードから申し込みフォームへアクセスし、期限までに申し込んでください。 

  ・申し込みは、参加者ごとに行ってください。 

  ・申し込んだ研修会の日時や会場については、必ず各自で記録しておいてください。 

  ・定員設定のある研修については、新任教員を優先して人数調整する場合があります。 

  ② 園内研修リーダー育成研修 

   ４月当初に配布する参加申し込み票に必要事項を記入し、園長・所長の推薦のもと、実施要項に

記載されたアドレスへメールで申し込んでください。 

③ ①②以外の研修会 

・各研修会の実施要項及びチラシに記載されている URL または二次元コードから申し込みフォー

ムへアクセスし、期限までに申し込んでください。 

・申し込みは、参加者ごとに行ってください。 

  ④ 幼稚園・保育所等特別支援教育研修会 

   令和 7 年度は３回開催予定ですが、第２回と第３回は両日参加できる方を対象としています。 

  ⑤ 受講の可否について 

   定員超過などの理由で受講できない時のみ連絡します。受講可能なときは特に連絡しません。 

 

（２）出席について 

① 受付開始時刻 

 研修開始３０分前から受付開始。 

  ② 駐車場 

   ＜県立図書館＞ 

北側駐車場は、１時間までの駐車は無料。その後は、３０分ごとに１５０円がかかります。 

   ＜県立文学館＞ 

西側の第３駐車場を利用。 

   ＜山梨市民会館＞ 

周辺の駐車場を利用。 

   ＜山梨大学教育学部附属幼稚園・山梨学院幼稚園＞＜県立青少年センター＞＜山梨大学＞ 

＜愛宕山子どもの国＞  事前にメールで連絡します。必ず確認してから参加してください。 

 

（３）欠席について 

  ① 幼稚園・保育所等新規採用教員研修会 

病気その他のやむを得ない事情で欠席する場合は、前日までに「欠席届」（様式１）をメールまた

は FAX で提出してください。様式は、義務教育課のホームページからダウンロードできます。 

緊急の遅刻、欠席は、やまなし幼児教育センターへ連絡してください。 

  ② ①以外の研修会 

欠席する場合、前日までにやまなし幼児教育センターへ連絡してください。 
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    ◆やまなし幼児教育センター      ◆義務教育課 HP 二次元コード 

TEL ０５５－２２０－８１４３    （やまなし幼児教育 

FAX ０５５－２２０－８１４５        センター） 

  

（４）研修受講証明書について 

  ① 研修受講証明書の発行 

  ・やまなし幼児教育センターが主催する研修会の参加者には、研修受講証明書（参照 P12）を発行

します。ただし、研修時間の９０％以上を受講している参加者に限ります。 

  ・研修の項目は、「保育者等育成指標モデル」（令和５年３月）に依ります。（参照 P13、14） 

  ② 研修受講証明書の再発行申請 

   研修受講証明書の紛失や破損等により再発行を希望する場合は、「研修受講証明書の再発行申請

書」（様式２）を提出してください。様式は、義務教育課のホームページからダウンロードできま

す。 

 

（５）その他 

  ① オンライン研修 

・使用するウェブ会議システム、受講方法については、後日通知します。 

・一人一台の PC での受講を基本としてください。   

② 集合研修 

・受講する際の座席は、指定されています。受付で座席番号を確認して会場へ入ってください。 

・やまなし幼児教育センターの活動報告や義務教育課の HP 等で使用するため、研修の様子を写真

撮影することがあります。ご承知おきください。   

  ③ 感染症の感染拡大防止や非常変災発生時等のため、研修を中止・延期したり集合研修をオンラ

イン研修に変更したりすることがあります。 
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３ 令和７年度（２０２５年度）研修会一覧＜予定＞  

  ○状況により会場など変更になることがあります。 

  ○研修会ごとに申込みが必要です。 

・詳細は、開催日一ヶ月前を目途に発出する実施要項等をご確認ください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開催日 会場（予定） 講師

８月７日（木）
県立文学館

講堂

昭和女子大学 教授

遠藤　清香

７月８日（火）
県立文学館

講堂

山梨大学　学長

中村　和彦

幼保小連携・接続研修会①

全体研修会
５月16日（金）

県立文学館

研修室

★オンライン受講可

東海大学 准教授

　寶来　生志子

峡東地域

山梨市･甲州市･笛吹市
６月５日（木）

山梨市民会館

401会議室

峡南地域

市川三郷町･早川町･身延町･

南部町･富士川町

６月11日（水） 南巨摩合同庁舎

中北地域①

韮崎市･南アルプス市･北杜市･

中央市･昭和町

６月12日（木）

中北地域②

甲府市･甲斐市
６月19日（木）

富士・東部地域

富士吉田市･大月市･都留市･

上野原市･道志村･西桂町･

忍野村･山中湖町･鳴沢村･

富士河口湖町･小菅村･丹波山村

８月８日（金） 都留文科大学

幼保小連携・接続研修会③

小学校につなぐ「５歳児

カリキュラム」研修会

 10月23日（木）
山梨市民会館

303会議室

山梨県立大学 准教授

奥谷　佳子

①７月17日（木）
特別支援教育・児童生徒

支援課    指導主事

②９月４日（木）

③11月20日（木）

10月17日（金）
県立文学館

講堂

山梨大学 名誉教授

加藤　繁美

①５月27日（火）

②６月26日（木）

③７月29日（火）

④８月26日（火）

⑤11月27日（木）
⑥１月27日（火）

２月17日（火）

①7月3日（木）

②9月18日（木）

③12月18日（木）

④2月19日（木）

山梨大学内

山梨大学 教授

大野　歩

山梨県立大学 准教授

奥谷　佳子

意

見

交

換

会

やまなし幼児

教育センター

専

門

研

修

幼稚園・保育所等

中堅教諭等資質向上研修会

幼稚園・保育所等

管理職研修会

幼稚園、保育所、認定こども園、特別支援学

校幼稚部の保育者

気軽におしゃべり

~　保育者語り場　~
幼稚園教諭、保育士、保育教諭　等

幼

保

小

連

携

・

接

続

研

修

会

幼稚園・保育所等

特別支援教育研修会

＊②③は、連続出席可能者対象

幼稚園・保育所等

子どもとつくる保育研修会

幼稚園、保

育所、認定

こども園、

小学校、特

別支援学校

の保育者・

教員、行政

関係者等

幼稚園、保育所、認定こども園、小学校、特

別支援学校幼稚部の保育者・教員等

園内研修リーダー育成研修

幼稚園、保育所、認定こども園等において、

園内研修と企画・運営する立場にある保育者

・保育者等育成指標モデル第３ステージ・第

４ステージ(経験11年以上 )の保育者

・定員10名

別紙参照

山梨市民会館

303会議室 山梨大学 教授

吉井　勘人

基

本

研

修

幼保小連携・接続研修会②

地域をつなぐ

幼保小連携・接続研修会

指導・助言

山梨大学 教授

大野　歩
双葉公民館

幼稚園、保育所、認定こども園、特別支援学校

幼稚部の採用から4年目までの保育者・教員等

幼稚園、保育所、認定こども園、特別支援学校

幼稚部で中核的な役割を果たしている保育者・

教員等

幼稚園、保育所、認定こども園、特別支援学校

幼稚部の園長等管理的立場にある者

幼稚園・保育所等

新規採用教員研修会

対象者

幼稚園、保育所、認定こども園、小学校、特別

支援学校の保育者・教員、行政関係者等

研修会名
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◆基本研修◆ 

（１）幼稚園・保育所等管理職研修会 

１．目的  幼児教育に係る国や自治体の諸政策及び制度、園・所を取り巻く今日的課題等について園

長・所長等管理的立場の者に専門的な研修を行い、理解を深め、園・所運営等に生かすと

ともにその識見を高めて、管理職としての指導力の向上を図る。 

２．対象  幼稚園、保育所、認定こども園、特別支援学校幼稚部の園長等管理的立場にある者 

３．研修内容等 

期日 研修内容 講師予定 開催時間・会場 

7 ／ ８

（火） 

子どもの遊びを豊かにし、「生きる力」を育む幼

少期の関わりや環境づくりのために園長等管

理職ができることについての講義を行う。 

山梨大学 学長 

中村 和彦  

14：00～17：00 

山梨県立文学館 

講 堂 

 

 

 

 

 

 

（２）幼稚園・保育所等中堅教諭等資質向上研修会 

１．目的  幼児教育に係る国や自治体の諸政策及び制度、園・所を取り巻く今日的課題等について中

堅教諭等に専門的な講義や協議を行い、園・所におけるミドルリーダーとしての役割を果

たす力をつけるとともに専門性を高めて、実践的な指導力の向上を図る。 

２．対象  教育・保育活動において中核的な役割を果たし、またその他の園・所運営の一翼を担うこ

とが期待される幼稚園、保育所、認定こども園、特別支援学校幼稚部の中堅教諭等 

３．研修内容等 

期日 研修内容 講師予定 開催時間・会場 

８／７

（木） 

 

園・所の中核となる存在として求められる役割

を知るとともに、子どもの成長をともに喜び合

える保護者との信頼関係を構築するための保

育者の資質・能力について講義を行う。 

昭和女子大学 教授 

遠藤 清香 

14：00～17：00 

山梨県立文学館 

講 堂 
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幼稚園・保育所等新規採用教員研修会 

１．対 象 幼稚園、保育所、認定こども園、特別支援学校幼稚部の採用から 4 年目までの教員等  

 

２．日 程  午前の研修：受付 １０時～     研修 １０時３０分～１２時３０分 

       午後の研修：受付 １３時３０分～  研修 １４時～１６時  

３．持ち物 筆記用具、印鑑、1 日研修を受ける場合は昼食（外出も可） 

  ※特別に必要な持ち物については、研修前にご連絡します。 

４．留意点 ・研修番号５，６は、それぞれいずれか一つを選んで参加してください。 

      ・研修番号５～９及び研修番号 16、17 は定員があります。以下の各欄で確認してくださ 

い。定員を超えた場合は、新任教員を優先して人数調整します。 

５．研修内容等 

 

 

期日 
 時

間 
研修内容 講師予定 開催時間・会場 

５／ 15
（木） 

１ 
午
前 

新採用保育者としての心構え 
貢川幼稚園 
園長 深沢 真美 

10：30～12：30 
山梨県立図書館 

２ 
午
後 

発達の気になる子の理解と支援 
特別支援教育・児童生徒支援課 
副主幹･指導主事 浅川清 

14：00～16：00 
山梨県立図書館 

６／ 10
（火） 

３ 
午
前 

保育の場でのより良い人間関係を
考える 

健康科学大学 
 教授 滝口 綾 

10：30～12：30 
山梨県立図書館 

４ 
午
後 

園における感染症やアレルギーへ
の対応 

山梨大学教育学部附属幼稚園 
養護教諭 望月 なぎ沙 

14：00～16：00 
山梨県立図書館 

６／ 24
（火） 

５ 
午
後 

自然と触れ合おう①  ＜30 名＞ 
愛宕山こどもの国 
主任 

14：00～16：00 
愛宕山 

６／ 25
（水） 

６ 
午
後 

自然と触れ合おう②  ＜30 名＞ 
愛宕山こどもの国 
主任 

14：00～16：00 
愛宕山 

７／２
（水） 

７ 
午
前 

山梨大学教育学部附属幼稚園 
参観         ＜30 名＞ 

山梨大学教育学部附属幼稚園 
副園長 古屋 あゆみ 

9：30～11：40 
山梨大学附属幼稚園 

７／ 23
（水） 

８ 
午
前 

幼児の安全な生活（幼児安全法） 
＜70 名＞ 

日本赤十字社 
指導員  

10：30～12：30 
県立青少年センター 

９ 
午
後 

保育者のリズムトレーニング及び
身体表現の指導と援助 ＜70 名＞ 

NPO 法人 M.エイト川上琴美 
山梨学院短期大学坂本里香 

14：00～16：00 
県立青少年センター  

７／30 
（水） 

10 
午
前 

食育推進のための担任の役割 
山梨学院短期大学 
 教授 深澤 早苗 

10：30～12：30 
山梨県立図書館 

11 
午
後 

５領域を意識した造形活動 
山梨県立美術館 
 普及担当学芸員 

14：00～16：00 
山梨県立図書館 

７／ 31
（木） 

12 
午
前 

幼保小連携・接続 
県教育庁義務教育課 
主幹･指導主事 秋田 里美 

10：30～12：30 
山梨県立図書館 

13 
午
後 

園・所における危機管理 
県教育庁義務教育課 
 指導主事 

14：00～16：00 
山梨県立図書館 

８／ 20
（水） 

14 
午
前 

0,1,2 歳児の発達と保育 
山梨県立大学 
 准教授 奥谷 佳子 

10：30～12：30 
山梨県立図書館 

15 
午
後 子どもと楽しむ絵本の読み聞かせ 

県立図書館  
子ども読書推進担当司書            

14：00～16：00 
山梨県立図書館 

11／６
（木） 

16 
午
前 山梨学院幼稚園参観  ＜60 名＞ 

山梨学院幼稚園 
園長 田村 優子 

9：45～12：30 
山梨学院幼稚園 

17 
午
後 

保育に生かす楽しい音楽表現 
＜40 名＞ 

山梨学院幼稚園 
教諭 後藤 雅美 

14：00～16：00 
山梨学院幼稚園 

11／12
（水） 

18 
午
前 

情報教育（安全教育） 
県教育庁社会教育課 
主任 渡邊 雅男 

10：30～12：30 
山梨県立図書館 

19 
午
後 

保育の実践と評価のサイクル 
山梨大学 
教授 秋山 麻実 

14：00～16：00 
山梨県立図書館 

研修 
番号 
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◆専門研修◆ 

（１）幼保小連携・接続研修会  

 

幼保小連携・接続研修会① 全体研修会 

１．目的  県内の幼稚園、保育所、認定こども園及び小学校の教員等を対象に、幼保小の円滑な接続

についての研修を通して、幼児期と小学校期の教育についての相互理解を深め、幼保小連

携・接続についての取組の振り返りや改善を推進する。 

２．対象  幼稚園、保育所、認定こども園、小学校、特別支援学校の教職員等 

３．研修内容等 

期日 研修内容 講師予定 開催時間・会場 

５／ 16

（金） 

幼児期の育ちや学びを引き継いで、小学校

で子どもが主体的に自己を発揮できるよう

な取組のあり方や「幼保小の架け橋プログ

ラム」が目指すものについての講義を行う。 

東海大学 准教授 

寶來 生志子 

14：00～17：00 

山梨県立文学館 

研修室 

幼保小連携・接続研修会② 地域をつなぐ幼保小連携・接続研修会 

１．目的  各地域の幼稚園、保育所、認定こども園及び小学校の教員等を対象に、幼児期と小学校期

の教育についての相互理解を深めるとともに「幼保小の架け橋プログラム」の趣旨を理解

し、地域の取組の振り返りや改善を推進する。 

２．対象  幼稚園、保育所、認定こども園、小学校、特別支援学校の教職員等 

３．研修内容等 

期日 研 修 内 容 対 象 地 域 指導・助言者 開催時間・会場 

6/5 
(木) 

地域の実践事例を共
有し、地区ごとに互
いの教育内容や子ど
もの育ちを交流し
て、架け橋期の保育・
教育についての協議
を行う。 

山梨市･甲州市･笛吹市 

山梨大学 
教授 
 
大野 歩 

14：00～17：00 

山梨市民会館 

6/11 
(水) 

市川三郷町･早川町･身延町･南部

町･富士川町 

14：00～17：00 

南巨摩合同庁舎 

6/12 
(木) 

韮崎市･南アルプス市･北杜市･中央

市･昭和町 14：00～17：00 

双葉公民館 6/19 
(木) 

甲府市･甲斐市 

8/8 
(金) 

富士吉田市･大月市･都留市･上野原市･

道志村･西桂町･忍野村･山中湖町･鳴沢

村･富士河口湖町･小菅村･丹波山村 

14：00～17：00 

都留文科大学 

幼保小連携・接続研修会③ 小学校につなぐ「５歳児カリキュラム」研修会 

１．目的  幼児期の育ちや学びを小学校へつなぐことを意図した「５歳児カリキュラム」についての

理解を深め、「幼保小の架け橋プログラム」の取組につなげる。 

２．対象  幼稚園、保育所、認定こども園、特別支援学校の教職員等 

３．研修内容等 

期日 研修内容 講師予定 開催時間・会場 

10／23

（木） 

幼児期の育ちや学びを小学校へつなぐこと

を意図した「５歳児カリキュラム」の作成・

評価・改善についての講義や協議を行う。 

山梨県立大学 准教授 

奥谷 佳子 

14：00～17：00 

山梨市民会館 

３０３会議室 



8 

 

（２）幼稚園・保育所等特別支援教育研修会 

１．目的  特別な配慮を必要とする幼児への指導について専門的な講義や協議を行い、その理解を深

め、適切な指導が行えるよう園・所での取組に生かす。 

２．対象  幼稚園、保育所、認定こども園、特別支援学校幼稚部の教職員等 

３．研修内容等 

期日 研修内容 講師予定 開催時間・会場 

７／ 17

（木） 

特別な配慮や支援が必要な子どもの理解と

支援についての講義や協議を行う。 

特別支援教育・児童生徒支援課 

指導主事  

14：00～17：00 

山梨市民会館 

３０３会議室 

９／４

（木） 

事例検討を通して、特別な配慮や支援が必

要な子どもの理解と支援についての講義や

協議を行う。 ～Part１～ 山梨大学 教授 

吉井 勘人 
11／20 

（木） 

事例検討を通して、特別な配慮や支援が必

要な子どもの理解と支援についての講義や

協議を行う。 ～Part２～ 

＊9/4 と 11/20 は、２回とも出席できる保育者を対象とする。 

 

（３）幼稚園・保育所等子どもとつくる保育研修会 

１．目的  子どもの声やその姿に寄り添った子ども主体の保育について、専門的な講義や協議を行い、

保育の質の向上に生かす。 

２．対象  幼稚園、保育所、認定こども園、特別支援学校幼稚部の教職員等 

３．研修内容等 

 

 

 

（４）園内研修リーダー育成研修 

１．目的  幼稚園・保育所・認定こども園等において、幼児教育の質の向上を図るため、園・所の課題

解決に向かうための持続的な園内研修を企画し、進める力を培い、園内研修を牽引する園内

研修リーダーを育成する。 

２．対象 ・幼稚園、保育所、認定こども園等において、園内研修を企画運営する立場にある保育者（教

諭、保育士、保育教諭） 

      ・保育者育成指標モデル第３ステージ（11 年～15 年）、第４ステージ（16 年以上）であり、

教育・保育活動において中核的な役割を果たし、園・所運営の一翼を担うことが期待され

る者。園長・所長等管理職以外が望ましい。 

３．定員 １０名   ※希望者多数の場合は、地域におけるバランスを考慮し調整することがある。 

期日 研修内容 講師予定 開催時間・会場 

10／17

（金） 

子どもを「一人の市民」として尊重し、子ど

もの声を起点とした保育実践についての講

義や協議を行う。 

山梨大学名誉教授 

加藤 繁美 

14：00～17：00 

山梨県立文学館 

講 堂 
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４．受講要件 原則全ての研修を受講すること。  

              やむを得ず欠席する場合は、事前に連絡すること。 

５．開催時間・会場 

  ○開催時間 １５：００～１６：３０ 

  ○会  場 山梨大学内 

６．研修内容等 

 期日 研修内容 講師予定 

第１回 ５／27（火） 
【基礎研修】ガイダンス 

園内研修リーダーの役割について 

山梨大学教授 

大野 歩 

第２回 ６／26（木） 
【基礎研修】 

園内研修の企画、立案、実施について 

山梨大学教授 

大野 歩 

第３回 ７／29（火） 
【基礎研修】 

園内研修のまとめ方について 

山梨大学教授 

大野 歩 

第４回 ８／26（火） 
【実践研修】 

園内研修の実際 

山梨県立大学准教授  

奥谷 佳子 

【実践研修】園内研修の実施、報告書作成 

第５回 11／27（木） 
【応用研修】 

園内研修の実践発表、検討 

山梨県立大学准教授  

奥谷 佳子 

第６回 １／27（火） 
【応用研修】 

園内研修の充実、次年度園内研修の立案 

山梨大学教授 

大野 歩 

 ２／17（火） 
【研修成果発表･交流】 

ポスターセッション ※13：00～17：00 

山梨大学教授  大野 歩 

山梨県立大学准教授 奥谷 佳子 

 

◆意見交換会◆ 

気軽におしゃべり ～保育者語り場～ 

１．目的   県内の幼稚園、保育所、認定こども園等に勤務する保育者を対象に、幼児期の保育・ 

教育に関する内容について自由に話し合い、日々の保育の振り返りや改善に生かす。 

２．対象   幼稚園教諭、保育士、保育教諭等  １０名程度 

３．開催時間・会場 

  ○開催時間 １５：３０～１７：００ 

  ○会  場 やまなし幼児教育センター（山梨大学 J号館１階） 

４．日程・テーマ 

 期  日 テ ー マ 

第１回 ７／３（木） ICT を保育に活用してますか？ 

第 2 回 ９／18（木） 保育の記録、どうしてますか？ 

第 3 回 12／18（木） どんな園内研修をしてますか？ 

第 4 回 ２／19（木） 「子どもの話し合い」について考えてみませんか？ 
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４ 申請様式・参考資料 

                                  （様式１） 

 

＊参加申込みをした研修を欠席する場合は、欠席届を提出してください。  

＊当日、体調不良等で急遽欠席する場合は、やまなし幼児教育センターに電話でご連絡ください。
 TEL：０５５－２２０－８１４３ 

 
ＦＡＸ送信状（欠席届） 

 
                                                    令和  年  月  日 
 
 

□ 件 名  令和７年度幼稚園・保育所等新規採用教員研修会欠席届 

 

 

□ 送信先  やまなし幼児教育センター あて 

 

         ＦＡＸ ０５５－２２０－８１４５ 

 

 
□ 連絡事項 

 
  本園 教諭・保育士・保育教諭          は、次により 研修番号（     ） 
 

の新規採用教員研修会を欠席しますのでお届けします。 
 
 
  １ 園・所名                       
 
 
  ２ 園・所長名                      
 
 
  ３ 研修会実施年月日    令和   年   月   日             
                  
 
 
  ４ 欠席理由                               
 
 
 
  ５ そ の 他 



                                   （様式１） 
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＊参加申込みをした研修を欠席する場合は、欠席届を提出してください。 

＊当日、体調不良等で急遽欠席する場合は、やまなし幼児教育センターに電話でご連絡くだ

さい。 TEL：０５５－２２０－８１４３ 

 
ＦＡＸ送信状（欠席届） 

 

                                                    令和  年  月  日 

 

 

□ 件 名   令和７年度幼稚園・保育所等新規採用教員研修会欠席届 
 

 

□ 送信先   やまなし幼児教育センター あて 
 

         ＦＡＸ ０５５－２２０－８１４５ 

 

 

□ 連絡事項 

 

  本園 教諭・保育士          は、次により 研修番号（     ）の 

 

新規採用教員研修会を欠席しますのでお届けします。 

 

 

  １ 園・所名                       

 

 

  ２ 園・所長名                      

 

 

  ３ 研修会実施年月日    令和   年   月   日          

                     

 

 

  ４ 欠席理由                               

 

 

 

  ５ そ の 他 



（様式２） 
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研修受講証明書の再発行申請書 

 

山梨県教育委員会義務教育課長 殿 

 

以下のとおり、研修受講証明書の再発行をお願いいたします。 

 

                          申請日 令和  年  月  日 

ふりがな  ☑再発行理由 

申 請 者 

氏 名 
 

□紛失・破損 

□その他（       ） 

研修受講時の 

勤務先名 

 

研修受講時の 

勤務先住所 

 

現在の勤務先名 

・電話番号 

                 

℡ 

 

☑ 再発行を希望する研修 研修受講年月 研修内容・テーマ 等 

□幼稚園・保育所等管理職研修会 令和   年   月  

□幼稚園保育所等中堅教員資質向上研修会 令和   年   月  

□幼稚園・保育所等新規採用教員研修会 令和   年   月  

※ 令和   年   月  

※ 令和   年   月  

※ 令和   年   月  

※ 令和   年   月  

※ 令和   年   月  

※ 令和   年   月  

※ 令和   年   月  

○必ず本人が申請してください。 

○記載の研修会以外は、※印の欄に研修会名等を書いてください。 

〇受講証明書の受け取りは、郵送または、やまなし幼児教育センターで直接受け取りに限ります。 

○郵便で受け取る場合は、宛先を書いた返信用封筒（長形４号）に切手（１１０円）を貼って、申請書と一緒

に提出してください。 

○令和４年度以前の「幼稚園・保育所等管理職研修会」「幼稚園・保育所等中堅教員資質向上研修会」

「幼稚園・保育所等新採用教員研修会」については、総合県民支援局子育て・次世代サポート課（055‐

22３‐14５８）へお問い合わせください。 

＜提出先・問合せ先＞ やまなし幼児教育センター  

 〒４００－８５１０ 甲府市武田四丁目４－３７ 山梨大学 J号館  

TEL 055-220-8143       FAX 055-220-8145     
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研修受講証明書（例）  

 

 

 

研修受講証明書  

受講者番号 ３０ 

氏 名 山梨 花子 

所 属 ふじさん幼稚園 

職 名 主任保育士 

 

        上記の者は、やまなし幼児教育センターが主催する次の研修を 

受講したことを証明します。 

【受講研修】 

研 修 名 

令和〇年度幼稚園・保育所等○○〇研修会 

「幼児教育の質の向上を目指して 

～ ともに育てる○○ ～ 」 

保育者等育成 

指標モデル 
 「C指導計画」 

受 講 日  

研修時間 

令和〇年〇月〇日（木）  

2時間 30分 

受講場所 県立○○○館 

 

※ 研修会終了後にお渡しします。指名、所属、職名を確認し、お持ち帰りください。 

「保育者育成指標モデル

一覧表」、「管理職指標モデ

ル一覧表」に依ります。 



保育者育成指標モデル一覧表

倫理観・法令遵守

自立

協働・創造

使命感・責任感

受容・共感

意欲

研究能力

第１ステージ 第２ステージ 第３ステージ 第４ステージ

基本力形成期 実践力発展期 専門性充実期 指導力・協働力深化期

ステージの

あるべき姿

実践力を磨き、保育者としての基礎

を築いている。

教育・保育実践を通して研鑽を積

み、園・所全体を意識した教育・保

育活動を展開している。

専門性を高め、ミドルリーダーとし

て組織を活性化している。

豊富な経験と広い視野から総合的な

指導力・協働力を発揮し、積極的に

園・所運営を支えている。

A 幼児理解

幼児を取り巻く環境や発達に応じ、幼児

の人権に配慮した教育・保育について理

解し、同僚と共有しながら、必要な援助

などを発信することができる。

幼児を取り巻く環境や発達に応じ、幼児

の人権に配慮した教育・保育について、

職員相互の理解を促進するとともに必要

な支援・助言を行うことができる。

B 特別な配慮

　を要する幼

　児への理

　解・支援

幼児の活動上・生活上の困難さの実態を

とらえ、適切に対応することができる。

特別な配慮が必要な幼児に組織的・計画

的に対応するなど、幼児や保護者に対し

て適切な指導・支援がができる。

特別な配慮を要する幼児への教育・保育

に関する専門性を高め、関係諸機関と連

携・協働し、幼児や保護者に対して適切

な指導・支援ができる。

関係諸機関と連携し、園内支援体制の充

実や合理的配慮の提供について、職員に

対して適切な支援・助言を行うことがで

きる。

C 指導計画

要領・指針等に基づき、子どもの遊びを

生かした環境の構成や見通しをもって活

動の展開を図る指導計画の立案ができ

る。

要領・指針等に基づき、他の職員等と連

携し、子ども遊びや発想等を生かした環

境の構成や活動の展開、小学校との接続

も考慮した指導計画の立案ができる。

要領・指針等に基づき、園・所と地域資

源を一体的に生かし、環境の構成や活動

の展開、小学校との接続も考慮した指導

計画を立案し、同僚へ助言ができる。

要領・指針等に基づき、幼児の発達の見

通しを持ち、園・所や地域の特色、小学

校との接続等を把握し、園･所全体の環

境の維持、実態に応じて改善ができる。

D 指導・援助

基礎的な教育・保育のスキルを生かした

環境の構成や幼児への関わり、教育・保

育の展開ができる。

幼児の実態に応じた環境の構成や幼児へ

の関わり、幼児の主体的な活動を促す教

育・保育の展開ができる。

幼児の実態に応じた環境の構成や幼児へ

の関わり、幼児の主体的な活動を促す教

育・保育の展開及び同僚への助言ができ

る。

幼児の実態に応じるとともに、園・所の

目標達成の視点から、環境の構成や幼児

の関わり、教育・保育の展開への助言を

行い、保育の質の向上に努めることがで

きる。

E 評価

幼児一人一人の発達をとらえ、記録を基

に指導計画を見直し、教育・保育の改善

ができる。

幼児一人一人や集団の育ちを捉え、記録

を基に、指導計画を多面的に見直し、教

育・保育の改善ができる。

適切な幼児理解と評価に基づき、指導計

画や教育・保育の内容の課題を把握し、

同僚と共有しながら、必要な改善をする

ことができる。

適切な幼児理解と評価に基づき、指導計

画や教育・保育の内容を客観的に分析

し、課題を明確にした上で、職員への支

援・助言を行うことができる。

F 教育課程・保

育課程

園・所の教育・保育目標を理解した上で

学級経営の方針を策定し、実践すること

ができる。

園・所の教育・保育目標と編成された教

育課程・全体的な計画を理解し、実施す

ることができる。

園・所の教育・保育目標達成に向け、カ

リキュラム・マネジメントに基づき、教

育課程・全体的な計画を実施することが

できる。

開かれた教育課程・全体的な計画の編成

に参画できる。

G 連携・協働
同僚と積極的に関わり、望ましい信頼関

係を構築し、職務に励むことができる。

職員としての役割を理解し、同僚と望ま

しい信頼関係を構築し、課題の共有に努

め、職務に励むことができる。

職員としての役割を見通し、同僚や関係

諸機関と連携・協働し、課題解決に向け

取り組むことができる。

連携・協働による課題解決をリードし、

職員に対して支援・助言を行い、園・所

運営の改善に参画できる。

H 危機管理

幼児の安全・安心の確保、健康の管理、

防災への取組、情報の適切な取扱いなど

の危機の未然防止のための施設・設備の

改善及び危機の再発防止の取組を行うな

ど、園・所全体の危機管理体制づくりに

参画することができる。

I 子育て支援

保護者等と望ましい信頼関係を構築し、

家庭や地域と関わり、子育て支援ができ

る。

家庭や地域、関係機関と関わり、相互の

信頼関係に基づいた子育て支援ができ

る。

家庭や地域、関係機関と連携・協働し、

相互の信頼関係に基づき、同僚をリード

しながら子育て支援ができる。

子育て支援の中心的な立場として、家庭

や地域、関係機関と連携・協働し、実態

に応じた子育て支援を企画、実行、改善

することができる。

進んで研修に参加し、課題をもち、研鑽

に努める。

自己の課題を認識し、必要な研修に主体

的に取り組むことができる。

研修内容や成果を園内に還元し、同僚と

共有することができる。

研修の成果を教育・保育活動、運営に生

かし、組織をより良く変容させることが

できる。

※先進県の指標等を参考に、第1ステージは採用から４年目まで、第2ステージは５年目から10年目まで、第3ステージは11年目から15年目まで、第4ステージは16年以上を目安として区分した。

※幼稚園・保育所・認定こども園教諭・保育士等を「保育者」という。

※幼稚園・保育所・認定こども園を「園・所」という。

※幼稚園・保育所・認定こども園における全ての乳幼児を「幼児」という。

※幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領を「要領・指針等」という。

幼児の主体性、自己肯定感、多様性の容認、持続可能な社会等の新たな教育・保育課題を認識し教育・保育に反映し展開している。

時代の変化に対応し、自らの資質能力・実践力を向上させようとしている。

継続的かつ積極的に研究を行い、幼児に深い学びを提供している。

保

育

者

と

し

て

の

専

門

性

K 新たな教育・保育課題

指

導

と

評

価

ステージ

幼児の安全・安心の確保、健康の管理、防災への取組、情報の適切な取扱いなどの危機管理に対する意識を高め、方針やマ

ニュアルを理解した上で、危機を予測し、未然防止の取組や危機の早期発見、早期対応を行い、改善することができる。

幼児の実態を把握し、取り巻く環境や発達を理解の上で、一人一人に向き合い、

幼児の人権に配慮した教育・保育を行うことができる。

J 研修

園

・

所

運

営

ステージ

保

育

者

と

し

て

の

素

養

社

会

人

と

し

て

保

育

者

と

し

て

全ステージ

高い倫理観を持ち、法令を遵守している。

豊かな人間性と深い教養を持ち、自立している。

優れたコミュニケーション能力を持ち、周囲と協働して新たな価値を創り出している。

保育者としての崇高な使命感と責任感を有している。

幼児一人一人に寄り添い、受け入れながら、育ちの土台を培っている。
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管理職指標モデル一覧表

経営方針の構築

　 教育課程・

　 保育課程

園・所改善

人材育成

管理・監督

評価

確かな教育・保育理念と高い識見を有し、教育・保育に対する期待に応え、信頼される園・所づくりを行っている。

未来の山梨を担う人材を育成するために、幼児及び職員一人一人を信頼・理解し、それぞれの成長を支援している。

時代の変化を見極め、地域との連携・協働を推進し、明確なビジョンに基づき園・所組織を統率するとともに、教育・

保育目標の具現化に向けて取り組んでいる。

豊かな教養を備え、管理職として自らの資質能力の向上を図っている。

職位 管理職

素

養

使命感・責任感

教育的愛情

リーダーシップ

自己啓発

幼児の安全・安心の確保、健康の管理、防災への取組、情

報の適切な取扱いなどの組織的な危機管理体制を整え、危

機の未然防止から発生時、事後までを見据えたリスクマネ

ジメントの徹底を図っている。

園長・所長を補佐し、文書事務及び財務に関する管理を

行っている。
文書事務及び財務に関する管理を適切に行っている。

園・所の教育・保育課題解決に向け、保護者や地域、関係

機関との連携・調整を図っている。

園・所の教育・保育課題解決に向け、保護者や地域、関係

機関と連携・協働している。

職位 副園長・副所長 園長・所長

教育・保育目標の達成のため、学校評価等を適切に活用

し、全職員をリードし、組織的・計画的に教育・保育活動

の質の向上を図っている。

教育・保育目標の達成のため、学校評価等を適切に活用

し、園・所の教育・保育活動を改善し、教育・保育活動の

質の向上を図っている。

園・所の現状と課題、幼児の実態を把握するとともに、国

や県の施策を踏まえ、教育・保育目標を策定し、周知して

いる。

教育・保育目標の達成に向け、職員と共に教育課程・全体

的な計画を編成・実施している。

職員一人一人に自身の資質能力とキャリアステージについ

て考えさせ、自律的な成長を支援・指導している。

幼児の実態を把握し、取り巻く環境や発達を理解の上で、

一人一人に向き合い、適切な教育・保育を行うことができ

る。

公正公平な評価を行い、職員の資質能力の向上及び組織の

活性化を図っている。

職員一人一人の心身の健康に配慮し、日常の勤務状況を把

握しながら、業務の改善を行ったり、相談に応じたりする

など、職場環境づくりに努めている。

職員一人一人の心身の健康に配慮しながら、働き方改革を

推進し、職務及び身分の管理・監督をしている。マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

アセスメント

ファシリテーション

教育・保育の管理

園・所の現状と課題、幼児の実態を把握し、園・所におけ

る教育・保育目標達成に向けた具体的な方策を立て、実践

している。

園・所の目指す方向性や教育・保育活動を理解の上、職員

と共有し、実現に向けた方策を提案しながら教育課程・全

体的な計画を作成している。

危機管理

幼児の安全・安心の確保、健康の管理、防災への取組、情

報の適切な取扱いなどの危機管理体制を把握し、園長・所

長と共に危機の未然防止対策を講じている。危機発生時に

は、迅速かつ適切な対応を職員と共に行っている。

職員の管理

職員一人一人に自身の資質能力とキャリアステージについ

て考えさせ、園長・所長と共に自律的な成長を支援・指導

している。

子育ての支援

家庭や地域、関係機関と連携・協働し、組織としての子育

て支援の体制づくりの中心的な役割を担い、また、地域の

実態やニーズに応じた子育て支援の計画の作成や情報発信

など、活動の核となっている。

事務の管理

連携・協働

様々なデータや園・所がおかれた内外環境に関する情報に

ついて収集・整理・分析し、関係者に共有している。

様々なデータや園・所がおかれた内外環境に関する情報に

ついて収集・整理・分析している。

園・所内外の関係者の相互作用を生かし、教育力・保育力

を最大化している。

園長・所長を補佐し、園・所内外の関係者の相互作用を生

かし、教育力・保育力の向上に努めている。

家庭や地域、関係機関と連携・協働し、組織的に子育ての

支援ができる体制を整えている。また、地域の実態やニー

ズを把握し、子育て支援の充実に努めている。
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５ 県内各団体が開催する研修 

 

山梨県教育庁保健体育課 

 

☆プレイリーダー講習会☆  （子どもの運動習慣推進事業） 

１．目的  

幼児期における健やかな育ちのための運動遊びを推進するプレイリーダーを育てることを目的に

実施する講習会です。 

【プレイリーダー：子どもの遊ぶ環境を整え、様々な遊びの文化を伝えていく人】 

２．実施主体  

主催者：山梨県教育庁  

 ３．研修対象者  

山梨県内の就学前教育・保育施設に勤務する者 

４．日程  

  ＊第 1 回 令和 7 年 8 月 23 日（土）  午前 

＊第 2 回 令和 7 年 9 月 20 日（土）  午前         

  ＊第 3 回 令和 7 年 11 月 22 日（土）  午後 

※各回、運動遊びのテーマが変わります。 

 

山梨県総合県民支援局子育て・次世代サポート課 

 

☆保育士等キャリアアップ研修☆  

 １．目的  

厚生労働省雇用均等・児童家庭局保育課長通知「保育士等キャリアアップ研修の実施について」（平

成 29 年４月１日付け雇児保発 0401 第１号）の別紙「保育士等キャリアアップ研修ガイドライン」

に基づく研修を実施し、山梨県の就学前教育・保育施設におけるリーダー的役割を担う職員の育成や

その資質の向上を図ることを目的とします。 

 ２．実施主体  

主催者：山梨県  

 ３．研修分野 

  【専門分野別研修】 ①乳児保育、②幼児教育、③障害児保育、④食育・アレルギー対応、  

⑤保健衛生・安全対策、⑥保護者支援・子育て支援 

 【マネジメント研修】 ⑦マネジメント 

 ４．研修対象者  

山梨県内の就学前教育・保育施設に勤務する者（職種は不問）で、研修分野ごとに以下の要件を満

たす者。 

  【専門分野別研修】 保育所等の保育現場において、副主任や専門リーダー、職務分野別リーダーと

して、各分野におけるリーダー的な役割を担う者（または役割を担うことが見込まれる者） 

  【マネジメント研修】 専門分野におけるリーダー的な役割を担う者としての経験があり、主任保育

士の下でミドルリーダーの役割を担う者（または役割を担うことが見込まれる者） 

令和 7 年度募集要項は 9 月頃告知する予定。 

詳細は、子育て・次世代サポート課（２２３－１４５８） 

募集要項は７月頃告知する予定。 

詳細は、保健体育課（２２３－１７８３） 
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 ５．研修の実施方法  

すべての分野において、インターネットを利用した e ラーニング（オンデマンド方式）研修を開催

します。 

  【e ラーニング研修】 動画配信（インターネット経由での録画講義の視聴 15 時間）の視聴とオンラ

イン上 の「レポート・アンケート」の提出になります。  

６．eラーニング研修の研修日程・募集定員  

【視聴期間】 令和 7 年 11 月頃～令和 8 年 2 月頃   

【定員】 ３の研修分野①～⑦  各１８０名 

７．研修参加費用 

   参加費は無料です。但し、ｅラーニング受講時のインターネットを使用する際の通信費等の費用に

ついては自己負担です。 

 

☆国際保育推進研修☆  

 １．目的  

多文化共生に関する基礎知識や各園の国際保育に関する取り組み・課題の共有を目的に実施します。 

２．実施主体  

主催者：山梨県  

 ３．研修対象者  

山梨県内の就学前教育・保育施設に勤務する者 

４．日程  

全４回程度 

 

 

 

山梨県保育協議会 

 

 研 修 会 名 等      日 程 場 所 

１ 保育所（園）長・認定こども園長研修会 未定 未定 

２ 主任保育士・主幹保育教諭研修会 未定 未定 

３ 

保育部会主催研修会 

 ＊第１回  講師 藤原里美 氏 令和７年７月１日（火） スコレーセンター石和 

 ＊第２回  講師 寶川雅子 氏 令和７年１１月 29日（土） 未定 

４ 日本保育協会山梨県支部  

 BCP研修 ＊第 1回 

＊第 2回 

＊第 3回～第 6回 

 

令和 7年 5月 28日午後 

令和 7年 6月 23日午後 

オンライン研修 

甲府市 

リッチダイヤモンド 

総合市民会館 

５ 第 65回関東ブロック保育研究大会 令和 7年 7月 3～４日 相模原市市民会館 

６ 2025年度全国教育・保育研究大会 令和 7年 11月 20～21日 東京国際フォーラム 

 

 

詳細は、山梨県保育協議会（２５４－８６１０） 
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山梨県私学教育振興会 

 

 研 修 会 名      日 程 場 所 

１ 山梨県私立幼稚園教職員研修大会 未定 未定 

２ 設置者・園長研修会 未定 未定 

３ インクルーシブ保育研究会 
①6/20,②7/18,③8/29 

④10/31,⑤11/28,⑥1/16 
県立青少年センター 

４ 山梨県私立幼稚園教育研究大会 未定 未定 

５ 次世代委員会主催による研修会 令和７年６月２０日（金） 県立文学館 

６ 

【地区会主催】 

＊西部地区研究会 

①6/10,12②7/8,10 

③10/23,24 

④11/14/20⑤1/8,9 

桃源文化会館 

＊東部地区研究会 
未定 未定 

＊中部地区研究会 

【上部団体主催】 

 研 修 会 名 日 程 場 所 

１ 全日私幼連 関東地区教職員研修大会 8/４，5 茨城県 

２ 
全日私幼幼児教育研究機構  

幼児教育実践学会 
8/19,20 東京都 

３ 全日私幼連 設置者・園長全国研修大会 未定 未定 

 

 

※令和７年３月末時点の情報です。状況により変更になることがあります。 

※各研修会の開催要項等を確認してください。 

詳細は、山梨県私学教育振興会幼稚園部（２３２－４４２２） 

） 



 

  

このロゴマークは、大人と子供を表しており、大人は保育者や

保護者など子供にかかわるすべての人です。幼児期の子どもたち

が健やかに成長してくことができるよう、その発達や教育を支え

る大人と子どもの関係を表し、幼児教育の拠点としての役割を示

したロゴマークです。 

※このロゴマークのデザインは、山梨大学名誉教授・放送大学山梨学習

センター所長 村松俊夫 氏 に考案･作成していただきました。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

やまなし幼児教育センター 
〒４００－８５１０  

甲府市武田４－４－３７（山梨大学 J 号館内）  

TEL：０５５－２２０－８１４３  
FAX：０５５－２２０－８１４５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 


